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研究成果の概要： 
ＵＶＳＯＲにすでに導入されていたフェムト秒パルスレーザーを用いてバンチ内にフェ

ムト秒の縦方向（進行方向）にディップ構造を作り、その構造の時間的推移を計測した。
従来の方法では測定できないため、ダイオードテラヘルツ検出器を用いてコヒーレントテ
ラヘルツ放射光を観測し、そのディップ形状の測定を試みた。その結果、横方向のビーム
の振動が縦方向に回り込んで、ディップ構造が加速器の運転モードに依存して振動するこ
とを観測した。 
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１．研究開始当初の背景 
 次世代放射光施設ではフェムト秒オーダ
ーの電子バンチの実現が重要視されている。
理論的な解析が数多く報告されている一方
で、その系統的な実験は数少なかった。 
UVSOR ではすでにレーザーバンチスライス
によるコヒーレントテラヘルツ放射光を観
測することにより、従来の方法では観測が難
しいフェムト秒オーダーのディップ構造を
観測することに成功しており、本手法を用い
てフェムト秒オーダーの電子バンチの構造

の系統的な実験を試みた。 
 
２．研究の目的 
フェムト秒オーダーのディップ構造の系統
的な実験を行い、そのビーム物理を解明する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
フェムト秒レーザーを用いて長いバンチ長
に小さなディップ構造を作り、その構造から
放射されるテラヘルツ放射光を観測する。 
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４．研究成果 
電子蓄積リングの運転モードを通常運転の
モードから、短バンチ運転に適したモードに
変更し、レーザーバンチスライスを行った。
計算上では縦方向のバンチ長が 1/5程度にな
っている一方で、横方向のエミッタンス（ビ
ームの広がりに相当）は 10 倍近くになって
いた。横方向の運動がさらに進行方向に回り
込みやすい光学系になっていたため、本来は
横方向の振動（ベータトロン振動）が縦方向
に現れ、ディップ構造が振動することが観測
された。この現象が理論的には議論されてい
たが、直接的な観測は初めてであると思われ
る。 
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